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市 政 ル ポ 久
く き

喜市

絵
に
な
る
ま
ち
・
育
む
ま
ち
・
笑
顔
の
ま
ち
！

オ
ー
ル
体
制
で
挑
む
よ
ろ
こ
び
の
ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
な
４
地
区
が
醸
す 

新
た
な
時
代
へ
の
胎
動

　

埼
玉
県
久
喜
市
は
平
成
22
年
３
月
、
旧
久
喜
市
、

旧
南
埼
玉
郡
菖
蒲
町
、
旧
北
葛
飾
郡
栗
橋
町
、
同

鷲
宮
町
と
の
１
市
３
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
市
と

し
て
の
歴
史
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
29
年
３
月

に
合
併
８
年
目
を
迎
え
る
。

　

こ
の
新
生
久
喜
市
は
、
商
業
都
市
と
し
て
の
集

積
を
重
ね
て
き
た
久
喜
地
区
、
戦
国
時
代
末
期
に

築
城
さ
れ
た
菖
蒲
城
址
を
有
す
る
菖
蒲
地
区
、
日

光
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
を
持
つ
栗

橋
地
区
、
関
東
最
古
の
大
社
・
鷲
宮
神
社
が
構
え

る
鷲
宮
地
区
な
ど
、
各
地
区
の
性
格
が
そ
れ
ぞ
れ

色
濃
く
出
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
４
地

区
が
合
併
し
た
こ
と
で
、
久
喜
市
は
現
在
、
人
口

約
15
万
４
０
０
０
人
、
面
積
約
82
㎢
の
規
模
を
持

つ
に
至
り
、
埼
玉
県
東
北
部
の
拠
点
都
市
と
し
て

の
位
置
付
け
が
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
今
後
、
拠
点
都
市
と
し
て
の
久
喜
市

の
発
展
を
後
押
し
す
る
だ
ろ
う
要
素
が
も
う
一
つ

あ
る
。
埼
玉
県
東
北
部
で
随
一
と
目
さ
れ
る
交
通

利
便
性
の
高
さ
だ
。

　
「
久
喜
市
に
は
も
と
も
と
東
北
道
、
国
道
４
号
、

国
道
１
２
２
号
な
ど
の
広
域
幹
線
道
路
が
あ
り
ま

し
た
が
、
平
成
27
年
10
月
31
日
に
、
埼
玉
県
内
の

圏
央
道
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
関
越
道
・

中
央
道
・
東
名
高
速
な
ど
の
高
速
交
通
網
に
も
直

結
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
田
中
暄
二
・
久
喜
市
長
だ
。

　
「
加
え
て
今
年（
平
成
29
年
）２
月
26
日
に
は
、
茨

城
県
内
の
圏
央
道
境
古
河
Ｉ
Ｃ
〜
つ
く
ば
中
央
Ｉ

Ｃ
間
が
開
通
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
久

喜
市
か
ら
常
磐
道
や
東
関
東
道
、
成
田
空
港
方
面

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
」（
取
材
は

２
月
中
旬
。
境
古
河
Ｉ
Ｃ
〜
つ
く
ば
中
央
Ｉ
Ｃ
間

は
予
定
通
り
２
月
26
日
に
開
通
し
た
）

　

道
路
交
通
網
だ
け
で
な
い
。
久
喜
市
に
は
現
在
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
・
東
武
伊
勢
崎
線
・
東
武
日
光
線

の
３
線
が
乗
り
入
れ
、
５
駅
が
立
地
し
て
い
る
が
、

平
成
13
年
12
月
か
ら
宇
都
宮
線
で
運
行
開
始
さ
れ

た
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン（
久
喜
〜
新
宿
51
分
）に
加
え
、

平
成
27
年
３
月
か
ら
は
上
野
東
京
ラ
イ
ン
（
久
喜
〜

東
京
52
分
）
が
運
行
開
始
。
久
喜
市
は
鉄
道
網
で
も

上
野
・
東
京
・
新
宿
・
池
袋
な
ど
都
心
の
大
タ
ー

田
た な か

中暄
け ん じ

二
久喜市長
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ミ
ナ
ル
と
直
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

久
喜
市
は
い
わ
ば
、
道
路
交
通
・
鉄
道
交
通
の

両
面
に
お
い
て
、
都
心
部
と
直
結
す
る
だ
け
で
な

く
、
関
東
・
東
海
・
北
信
越
・
東
北
方
面
と
都
心

部
を
結
ぶ
中
継
点
、
貴
重
な
結
節
点
（
ク
ロ
ス
ポ
イ

ン
ト
）の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
交
通
環
境
に
恵
ま
れ
た
久
喜
市
は
、

圏
央
道
沿
線
の
産
業
基
盤
整
備
に
関
す
る
埼
玉
県
の

基
本
方
針「
田
園
都
市
産
業
ゾ
ー
ン
基
本
方
針
」の
先

導
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
「
菖
蒲
南
部
産
業
団
地
」「
清

久
工
業
団
地
周
辺
地
区
」
を
整
備
し
た
。
今
回
の
取

材
で
は
両
産
業
団
地
も
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
各

種
産
業
を
支
え
る
物
流
基
地
が
多
く
設
け
ら
れ
て
い

る
風
景
が
、
ひ
と
き
わ
印
象
的
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
旧
久
喜
市
で
市
長
を
４
期
（
平
成
９
年
〜

22
年
）
務
め
、
１
市
３
町
の
合
併
を
果
た
し
た
田
中

市
長
は
、
新
生
久
喜
市
で
も
引
き
続
き
市
長
に
就

任
（
現
在
２
期
目
）。
総
計
約
20
年
間
に
わ
た
っ
て

久
喜
市
政
を
牽
引
し
て
き
た
。

　

そ
の
田
中
市
長
が
合
併
時
か
ら
力
を
傾
注
し
て

き
た
重
要
施
策
の
一
つ
が
、「
新
市
の
均
衡
あ
る
発

展
の
た
め
、
４
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が

ら
、
４
地
区
の
持
つ
地
域
特
性
を
生
か
し
た
一
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
」（
田
中
市
長
）だ
と
い
う
。
さ
ら

に
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
、
圏
央
道
の

開
通
を
見
据
え
た
企
業
誘
致
の
促
進
、
交
通
弱
者

の
便
宜
を
図
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
、
中
核
病

院
の
誘
致
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
環
境
の
拡
充
化
、

新
市
の
一
体
化
を
促
進
す
る
幹
線
道
路
の
整
備
な

ど
、
い
ず
れ
も
合
併
に
よ
っ
て
生
じ
た
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
用
す
る
諸
事
業
」（
田
中
市
長
）の
推

進
だ
っ
た
。

地域を挙げて待望していた圏央道開通式（桶川北本IC 〜白岡菖蒲IC）

圏央道・白岡菖蒲ICの全景

24時間、365日救急医療に取り組む新久喜総合病院は利根保健医療圏の中核病院（久喜地区）
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利
根
川
中
心
の
交
通
網
・ 

圏
央
道
中
心
の
交
通
網

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
と
ん
ど
が
実
現
し
た
現
在
、

そ
の
最
大
の
推
進
源
の
一
つ
と
な
っ
た
、
恵
ま
れ
た

交
通
環
境
を
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
改
め
て
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
久
喜
市
自
体
が
持
つ
地
域
資
源
と

し
て
の「
土
地
の
持
つ
力（
地
勢
、
土
地
柄
）」の
大
き

さ
を
行
政
に
生
か
し
て
き
た
事
が
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

　

例
え
ば
、
関
東
地
方
北
西
部
に
位
置
す
る
埼
玉
県

は
、
東
京
都
・
群
馬
県
・
栃
木
県
・
千
葉
県
・
茨
城

県
・
山
梨
県
・
長
野
県
の
１
都
６
県
に
囲
ま
れ
た
、

典
型
的
な
内
陸
部
の
県
だ
。
さ
ら
に
埼
玉
県
の
東
北

部
に
位
置
す
る
久
喜
市
は
周
囲
を
10
市
町
村
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
１
市
１
町
は
茨
城
県
の
自

治
体（
古
河
市
、
五
霞
町
）だ
。
茨
城
県
と
接
し
て
い

る
の
は
栗
橋
地
区
で
、
利
根
川
お
よ
び
支
流
の
権
現

堂
川（
元
利
根
川
・
本
流
）を
挟
み
、
古
河
市
お
よ
び

五
霞
町
と
接
し
て
い
る
。

　

こ
の
栗
橋
地
区
は
江
戸
時
代
、
日
光
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
。
同
時
に
利
根
川
本
流
の
流
域
の

ま
ち
と
し
て
も
、
活
発
な
水
運
を
通
じ
て
大
い
に
に

ぎ
わ
っ
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
の
久
喜
市
を

構
成
す
る
各
地
区
も
、
久
喜
市
の
周
囲
に
接
す
る
数

多
く
の
地
域
も
皆
、
そ
の
恩
恵
を
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
、
歴
史
的
に
受
け
て
き
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
久
喜
市
の
交
通
の
要
衝
ぶ
り
を
さ

ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
存
在
と
し
て
の
圏
央

道
と
、
近
代
以
前
の
関
東
地
方
の
物
流
の
大
動
脈

だ
っ
た
利
根
川
の
存
在
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
非

常
に
興
味
深
い
類
似
性
、
共
通
性
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
例
え
ば
圏
央
道
に
つ
い
て
、
久
喜
市
の
公

式
サ
イ
ト
で
は
［
首
都
圏
に
お
け
る
道
路
交
通
の
円

滑
化
、
環
境
改
善
や
、
沿
線
都
市
間
の
連
絡
強
化
等

を
目
的
と
し
た
、
都
心
か
ら
半
径
お
よ
そ
40
〜
60
㎞

の
位
置
に
計
画
さ
れ
て
い
る
総
延
長
約
３
０
０
㎞
の

環
状
の
自
動
車
専
用
道
路
］
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
久
喜
市
内
の
圏
央
道
に
は
、
八
王
子
方
面
に

近
い
西
側
か
ら
菖
蒲
Ｐ
Ａ
、
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ
、
久
喜

白
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
が
あ
り
、
久
喜
白
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
で
は
東
北

道
に
接
続
し
て
い
る
。

　

前
述
の
と
お
り
平
成
27
年
10
月
31
日
に
桶
川
北
本

Ｉ
Ｃ
〜
白
岡
菖
蒲
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
し
、
埼
玉
県
の
圏

央
道（
58
・
４
㎞
）が
全
線
開
通
し
た
こ
と
で
、
久
喜

市
か
ら
都
心
を
経
由
せ
ず
関
越
道
・
中
央
道
・
東
名

高
速
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
所
要

時
間
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
久
喜
白
岡

Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
神
奈
川
県
の
海
老
名
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
所

要
時
間
は
、
圏
央
道
開
通
前
の
約
１
３
０
分
か
ら
約

67
分
へ
と
半
分
強
に
ま
で
短
縮
さ
れ
て
い
る
（
従
来

は
東
北
道
・
首
都
高
・
東
名
高
速
を
経
由
）。

　

圏
央
道
の
存
在
が
果
た
し
つ
つ
あ
る
交
通
網
の
発

達
と
同
様
の
出
来
事
が
、
江
戸
時
代
初
期
、
利
根
川

を
舞
台
に
行
わ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
以
前
の
栗
橋
の
横
を
流
れ
、
江
戸
湾
に

直
接
注
い
で
い
た
利
根
川
本
流
は
、
徳
川
幕
府
の
成

立
と
同
時
期
に
大
改
修（
付
け
替
え
）工
事
が
行
わ
れ

た
。
利
根
川
東
遷
事
業
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
利
根

川
本
流
は
栗
橋
の
手
前
か
ら
大
き
く
東
に
迂
回
し
、

現
在
の
千
葉
県
、
茨
城
県
方
面
に
流
路
を
変
え
る
こ

と
で
、
ほ
か
の
大
河
川
と
も
次
々
に
つ
な
が
っ
て
は

連
動
し
、
関
東
一
円
の
大
物
流
ル
ー
ト
を
形
成
す
る

よ
う
に
な
る
。

　

栗
橋
の
横
を
流
れ
て
い
た
旧
利
根
川
本
流
は
権
現

堂
川
と
名
称
を
変
え
、
利
根
川
の
支
流
へ
転
換
し
て

い
く
が
、
栗
橋
経
由
で
権
現
堂
川
・
江
戸
川
を
経
由

し
て
江
戸
に
至
る
水
路
と
し
て
も
、
引
き
続
き
船
運

は
活
況
を
呈
し
た
。

　

日
光
街
道
と
併
せ
て
、
江
戸
に
直
結
す
る
流
路
、

千
葉
・
茨
城
方
面
へ
つ
な
が
る
流
路
が
連
係
す
る
そ

の
様
子
は
、
ま
さ
に
現
代
の
圏
央
道
を
中
心
に
、
道

路
網
と
鉄
道
網
が
縦
横
に
連
係
す
る
状
況
を
ほ
う
ふ 久喜市はいちご、梨などの名産地
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久喜市　市 政 ル ポ

（埼玉県）

つ
と
さ
せ
る
。

絵
に
な
る
ま
ち
、
育
む
ま
ち
へ
の
高
評
価

　

久
喜
市
で
は
合
併
５
周
年
を
目
前
に
し
た
平
成
26

年
４
月
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
を
設
置
。
前

年
末
に
策
定
し
た
「
久
喜
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
指
針
」
を
基
に
、
田
中
市
長
の
２
期
目
の
市

政
の
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
活
動
が
開
始
さ
れ
、
積
極
的

な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
き
た
。

　
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
の
設
置
に
は
、
目

先
の
目
標
の
一
つ
と
し
て
平
成
27
年
の
合
併
５
周
年

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
行
す
る
と
い
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重

要
な
目
標
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
お
よ
び
人
口
減
少

化
時
代
の
到
来
に
備
え
て
、
新
た
な
定
住
化
の
促

進
、
例
え
ば
子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
各
種
発
信
事
業
の
実
行
も
想

定
し
て
お
り
ま
し
た
」（
田
中
市
長
）

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
が
実
施
す
る
久
喜
市

情
報
発
信
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
は
主
に
「
絵
に
な
る
ま

ち
」「
育は
ぐ
くむ

ま
ち
」「
笑
顔
の
ま
ち
」の
３
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
「
絵
に
な
る
ま
ち
」
は
、
桜
、
れ
ん
げ
、
藤
、

ポ
ピ
ー
、
菖
蒲
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
萩
、
コ
ス
モ
ス（
市

の
花
）
な
ど
の
花
々
、
花
に
ま
つ
わ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
紹
介
、
四
季
折
々
の
祭
礼
な
ど
の
紹
介
の

ほ
か
、「
ア
ニ
メ
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
取
り

組
み
」が
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
主
要
舞
台
は
鷲
宮
神
社
で
知
ら

れ
る
鷲
宮
地
区
。
関
東
最
古
の
大
社
・
鷲
宮
神
社
は

人
気
ア
ニ
メ『
ら
き
☆
す
た
』の
主
要
舞
台
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
全
国
か
ら
折
に

触
れ
集
ま
り
、
フ
ァ
ン
の
間
で
は
鷲
宮
神
社
と
そ
の

周
辺
は「
ア
ニ
メ
の
五
大
聖
地
の
一
つ
」と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。

　

実
際
、
境
内
の
絵
馬
掛
け
所
に
は
、
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
手
描
き
し
た
絵
馬
が
多
く
飾
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
鷲
宮
神
社
で
は
毎
年
９
月
に
関

東
最
大
級
と
さ
れ
る
神
輿
が
渡
御
す
る
例
祭
「
土
師

祭
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
祭
り
に
は
近
年
、

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
た
手
造
り
の

「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」も
登
場
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
や
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
喝
さ
い
を

合併5周年を祝う式典・イベントには多数の市民が来場

すっかり土師祭の名物となった「らき☆すた神輿」

アニメキャラの絵馬が物語る「アニメの聖地・鷲宮神社」（鷲宮地区）
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浴
び
て
い
る
。

　

ま
た
こ
う
し
た
ア
ニ
メ
関
連
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と

と
も
に
、
久
喜
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
し
ょ
う
ぶ
パ
ン
鬼（
き
）ー
」「
来
久（
ラ
イ
ク
）ち
ゃ

ん
」
の
人
気
も
急
上
昇
し
て
お
り
、
市
内
で
開
催
さ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
没
し
て
は
、
親
子

連
れ
や
フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
て
い
る
。

　
「
育
む
ま
ち
」の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
優
れ
た
交

通
環
境
と
と
も
に
、「
子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
久

喜
」
の
情
報
発
信
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
各
種
の
子
育

て
支
援
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
医
療
費
の
中
学
３
年
生
ま
で
の
無
料
化

な
ど
の
助
成
、
休
日
の
夜
間
や
、
年
末
年
始
等
に

お
け
る
診
療
体
制
の
構
築
、
待
機
児
童
解
消
を
目

指
す
保
育
の
量
的
拡
充
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
拡
充
や
各
種
助
成
金
の
整
備
な
ど
の

ほ
か
、
不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
不
妊
治
療
サ
ポ
ー
ト
も
、
子
育

て
世
代
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」（
田

中
市
長
）

　

そ
の
成
果
は
例
え
ば
日
本
経
済
新
聞
社
及
び
日
経

Ｂ
Ｐ
社
が
昨
年
実
施
し
た
調
査
に
お
い
て
「
共
働
き

子
育
て
し
や
す
い
街
・
上
位
50
自
治
体
」
全
国
48
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
久
喜
市
が
市
民
の
生
活

環
境
の
向
上
に
資
す
る
各
種

制
度
を
整
備
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
合
併
以
来
、
田
中
市

長
が
常
に
深
く
配
慮
し
て
き

た
「
市
民
目
線
」
へ
の
強
い
意

識
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
。

　

合
併
後
の
市
民
の
一
体
化

な
ど
を
図
る
た
め
に
実
施
し

て
き
た
「
市
民
懇
談
会
」
の
開

催
、「
久
喜
市
自
治
基
本
条
例
」

の
策
定
、
市
民
活
動
推
進
補

助
金
の
交
付
事
業
、
４
地
区

そ
れ
ぞ
れ
地
域
課
題
の
解
決

な
ど
を
目
指
す
「
地
域
会
議
」

の
設
置
に
至
る
、
市
民
協
働

の
推
進
に
向
け
た
各
種
の
綿

密
な
取
り
組
み
も
、
そ
の
一
環
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

喜
び
が
た
く
さ
ん
あ
る「
う
れ
し
い
ま
ち
」

　

久
喜
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
最
も

特
徴
的
な
の
は
、「
笑
顔
の
ま
ち
」の
各
種
取
り
組
み

だ
。
注
目
さ
れ
る
の
は
動
画（
久
喜
市
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
）

に
よ
る「
笑
顔
の
発
信
」（
田
中
市
長
）だ
ろ
う
。
中
で

も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
老
若
男
女
の
市
民
や
久
喜
市

に
勤
務
す
る
人
々
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち

や
先
生
、
市
職
員
や
市
長
に
至
る
ま
で
が
出
演
し
た

「
ク
ッ
キ
ー
ダ
ン
ス
」
の
動
画
だ
。
市
の
歌
「
笑
顔
の

ま
ち
永
遠
な
れ
」
に
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
が
オ
リ
ジ

久喜市の子育て支援の充実は高評価（鷲宮地域子育て支援センター）

合併後の一体化に効果のあった市民懇談会
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ナ
ル
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
笑
顔
を
発
信
す
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
動
画
で
、
昨
年
９
月
か
ら
10
月
に
行
わ

れ
た
「
１
０
０
０
人
ク
ッ
キ
ー
ダ
ン
ス
」
の
撮
影
に

は
、
目
標
の
１
０
０
０
人
を
遥
か
に
超
え
る

３
０
５
８
人
も
の
人
々
が
参
加
し
た
と
い
う
。
こ
の

Ｐ
Ｒ
動
画
に
は
、
平
成
27
年
度
に
作
成
し
た

「
１
０
０
０
人
ワ
ン
カ
ッ
ト
撮
影
」に
引
き
続
き
女
優

の
鶴
巻
星
奈
さ
ん
が
主
演
を
務
め
、
市
内
各
所
で
の

ク
ッ
キ
ー
ダ
ン
ス
撮
影
に
参
加
し
た
。

　

久
喜
市
お
よ
び
周
辺
自
治
体
の
高
校
の
調
理
部
等

の
生
徒
た
ち
が
参
加
す
る
ク
ッ
キ
ー（
お
菓
子
）づ
く

り
の
祭
典「
ク
ッ
キ
ー
甲
子
園
」、
昨
年
３
月
に
第
１

回
目
が
開
催
さ
れ
た
「
よ
ろ
こ
び
の
ま
ち
久
喜
マ
ラ

ソ
ン
」（
今
年
も
３
月
19
日
に
開
催
）な
ど
と
と
も
に
、

久
喜
市
の
市
名
に
ち
な
ん
だ
ク
ッ
キ
ー
、
そ
し
て

「
よ
ろ
こ
び
」に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
は
確
実

に
、
参
加
す
る
市
民
、
見
守
る
市
民
た
ち
に
笑
顔
を

も
た
ら
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に「
１
０
０
０
人
ワ
ン
カ
ッ
ト
撮
影
」を
は

じ
め
と
す
る
久
喜
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
は
「
平
成
28
年
度

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」（
日
本
広
報
協
会
主
催
）
に

お
い
て
、
広
報
企
画
部
門
で
入
選
を
果
た
し
て
い
る
。

　
「
久
喜
市
が
笑
顔
の
発
信
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
市

名
に
喜
の
文
字
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
の
で

す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
不
可
避
的
に
進
む
日
本
お

よ
び
各
自
治
体
の
未
来
に
は
、
苦
し
い
要
素
も
さ
ま

ざ
ま
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

を
克
服
し
、
最
終
的
に
明
る
い
未
来
を
も
た
ら
す
の

は
国
民
の
笑
顔
で
あ
り
、
市
民
の
笑
顔
の
力
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
を
久
喜
市
か
ら
発
信
す
る
こ

と
で
、
受
信
さ
れ
た
方
た
ち
に
笑
顔
が
も
た
ら
さ
れ

る
の
な
ら
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
久

喜
市
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
そ

れ
で
少
し
で
も
増
え
た
ら
、
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん（
笑
）」（
田
中
市
長
）

　

市
内
に
長
く
立
地
し
た
東
京
理
科
大
学
の
跡
地
の

活
用
問
題
や
、
医
療
資
源
に
関
す
る
地
域
医
療
の
課

題
な
ど
、
久
喜
市
に
お
い
て
も
全
国
の
自
治
体
と
同

様
、
直
面
す
る
懸
案
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
久

喜
市
は
そ
れ
ら
を
も
笑
顔
の
力
で
軽
や
か
に
克
服
し

て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
温
か
な
思
い
と
期

待
感
に
包
ま
れ
た
、
楽
し
い
取
材
で
あ
っ
た
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
２
月
９
日
）

老若男女の市民が参加した笑顔のクッキーダンス！

女子高生たちの菓子力と笑顔力が問われる!?クッキー甲子園

重要な笑顔発信コンテンツの一つ「よろこびのまち久喜マラソン」
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